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やすくなるこ と が あ

ります!(^^)! 
 
     
 

 
むし歯菌は母親のだ液から、子どもに感染します。一番感染しやすい時期は、 
 

 “使うほどに健康で美しい歯に”  
 

 薬用ナノ粒子ハイドロキシアパタイト“リナメル（お子様には ピカキッズ）”   

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
ナノ粒子薬用ハイドロキシアパタイトが、エナメル質をツルツルにします。 

 

＊＊“ナノの力”＊＊＊“ヤモリ”が なぜ、“ガラス”をスルスル登るのか？ 

ヤモリの指 1本に 500万本の繊毛があり、繊毛の先はさらに箒（ほうき）状の毛になって

います。その太さは１ナノメータ（nm）   ＊電子顕微鏡で見ると→ 

 

ヤモリの指の 細かい毛が 眼に見えないガラス面の凹凸（デ

コボコ）をつかんで、登ります。 

これを応用して“ヤモリテープ”が開発されました。 

１ｃｍ平方のテープで 500ｇの重さを持ち上げるのだとか。

“ナノ”の凄さです！ 

 

 

ときざね矯正歯科 2016 年春号 
先生もスタッフも全員女性です。 

だから安心！だからやさしい！ 

〒564-0031 大阪府吹田市千里山東 1-16-8 

TEL 06-6338-6712 
http://www.tokizane.com 



 お口の力を鍛えましょう！  

最近 お口の力の弱い方が増えています。 

① 何が原因で 口の力が 弱くなったのでしょうか？ 

3/4 は鼻咽腔疾患、1/4 は弱い口唇力 です。 

② お口の力が弱いと、どのようなことが起こるでしょうか？ 

A)上の前歯が飛び出る 

B)顎の発育に影響する 

例えば、開咬（前歯が咬まない）、受け口（下顎が前に出る）、 

上顎前突（上顎が過度に前方発育する、下顎の発育が少ない） 

③ お口の力を強めるために… 

1)お口を閉じる時間を少しずつ長くしましょう。  

2)鼻で呼吸するよう努めましょう。鼻咽喉疾患の治療も大切！  

3)食べ物は 上くちびるを使って食べる事を意識しましょう。 

おせんべいを上唇で食べる練習は楽しいですね!(^^)! 

4)ペットボトルを口唇で加える、風船を膨らませる等の 

トレーニングも有効。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ところで、離乳食の段階ですが以下のようになっています。もし 口唇が閉じれないよう

でしたら、少し 前の段階に戻って 口の使い方を練習してもいいですね。 

★離乳食初期：ゴックン期“口唇食べ期” 

首がすわり、支えれば座れると離乳食の開始です。 

ここで大切なのが、スプーンの使い方。スプーンでまず下唇を軽くつつき、食べ物が

行きますよと合図。スプーンを下唇にのせて、赤ちゃんが上唇でスプーンの食

べ物を取り込むのを待ちます（ココ 重要！） 

 

★離乳食中期：モグモグ期“舌食べ期”：上唇を使って食べ始めます。 

★離乳食後期：カミカミ期“歯ぐき食べ期 

★離乳食完成期：歯かみ期 

食べやすいようにと食べ物を一口サイズにばかりしていると、 

いつまでたっても一口量を把握することができず、詰め込み食べが続きます。 

 

口唇の力は      ｇ 

（目標 1000g） 


